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今号の表紙
　７月19 〜 27日に開催した平和祈念展。展示やDVD、絵本の読み聞かせ、筑紫
原爆被害者の会による語りを通して、平和の尊さを訴えました。

（関連記事13ページ）



　７月25日、かすが市民懇話会は、同会の
討議内容をまとめた「かすが市民懇話会
（９期、10期）活動報告書」を市長に提出し
ました。
　かすが市民懇話会は、市民公募による会
員と市内の公的団体などが推薦する会員
の30人で構成され、市民の生の声や生活者
の視点からの意見を、市政運営に生かすた
め活動しています。 △活動報告書を提出する市民懇話会役員

（左から前
まえだ
田副会長、今

いまむら
村会長、市長、福

ふくもと
元副会長、別

べっぷ
府副会長）

活
動
報
告
書
か
ら

　
９
期・
10
期
の
活
動
で
は
、「
広
げ
よ
う
、繋

げ
よ
う
、市
民
の
輪
」を
年
間
テ
ー
マ
に
、各
回

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
講
話
や
グ
ル
ー
プ
懇
話
を
行

い
ま
し
た
。

　
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

第
１
回
テ
ー
マ

「
子
ど
も
の
教
育（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・
ス
ク
ー

ル
）に
つ
い
て
」

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・
ス
ク
ー
ル
の
取
り
組
み

を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
た
め
、市
民
目
線

で
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
、教
育
委
員
会
に
提
案

し
ま
し
た
。

第
２
回
テ
ー
マ

「
国
際
交
流
に
つ
い
て
」

　
外
国
人
留
学
生
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、外
国

人
支
援
や
国
際
交
流
の
重
要
性
に
つ
い
て
担

当
者
に
提
案
し
ま
し
た
。

第
３
回
テ
ー
マ

「
星
の
館
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
」

　
星
の
館
指
導
員
の
説
明
や
施
設
見
学
を
通

し
て
、よ
り
有
効
な
活
用
方
法
を
担
当
者
に

提
案
し
ま
し
た
。

第
４
回
テ
ー
マ

「
市
民
モ
ラ
ル（
ペ
ッ
ト
問
題
）に
つ
い
て
」

　
日
頃
生
活
に
身
近
な
ペ
ッ
ト
問
題（
犬・ネ

コ
の
ふ
ん
の
問
題
な
ど
）に
つ
い
て
考
え
、市

民
モ
ラ
ル
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
担

当
者
に
提
案
し
ま
し
た
。

第
５
回
テ
ー
マ

「
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
方
策
に
つ
い

て
」　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、高
齢
者
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
方
策
に
つ
い
て
、高
齢
者

の
立
場
に
立
っ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
を
担
当
者
に

提
案
し
ま
し
た
。

△活発に意見交換を行う会員たち

△「かすが市民懇話会9期・10期会員活
動報告書」は、市ウェブサイト( ht 
tp://www.city.kasuga.fukuoka.
jp/plan/ci t izentalk/pdf/8_
houkokusho.pdf)、情報公開コー
ナー（市役所2階）や市民図書館（大
谷6-24）で見ることができます。

問い合わせ先　行政管理課企画担当　☎（584）1111　F（584）1145

－ ９期・10期会員が活動報告書を提出 －

か す が 市 民 懇 話 会
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平成25年度かすが市民懇話会について
　　　（かすが市民懇話会平成25年度会長　今

いまむら
村太
たいよう
陽さん）

　平成25年度（９期・10期）は「広げよう、繋げよう、市民の輪」のテーマの
もと、かすが市民懇話会の活動を広めたい、市民の繋がりを大切にしたい
との思いから、９期・10期かすが市民懇話会がスタートしました。
　今年度は、10周年という節目の年でもありましたので、新しい事に
チャレンジしたいとの思いから、11月に開催しました懇話会では、春日
市で生活する（７カ国、10人）留学生を招き、会員のみなさんと一緒に国
際交流をテーマにお互いに住みやすい春日市の実現について懇話をしま
した。今までとは違った視点から春日市のことを考えることができたの
ではないかと思っております。
　また、歴代会員と現会員で懇話を行った10周年記念事業も開催し、市
民の皆さんが、春日市のことを真摯に考えている姿勢は10年間何一つ変
わらないということをあらためて感じさせていただきました。
　今後も、かすが市民懇話会の参加者が増え、20期・30期とますます発
展することを願っております。

市長からメッセージ

　私も毎回この会に参加し、市政に
対する貴重なご意見やご提言を賜
り、職員共々、良い勉強の機会とさせ
ていただいています。
　この会を通して、市民の皆さまに
行政に関心を持っていただき、市の
ことを一緒に考えていただく、市民
と行政との協働のまちづくりを一層
推進していきたいと考えています。
　最後に、会員の皆さまには、手弁当
にも関わらず、ご多忙の中、毎回熱心
にご討議いただき、心から感謝申し
上げます。

　今年度は、10期の会員９人（市民公募９人）に、平成26年度新規の11期会員21人（市民公募11人、団体推薦10
人）を加えた、計30人で７月からスタートしました。会員の任期は２年間で、これからの活動が期待されます。

氏名 備考

有
ありま
馬総

そう し
志 市民公募会員

大
おおがき
柿由

ゆ き こ
紀子 市民公募会員

大
おおば
場恵

けい こ
子 市民公募会員

紙
かみや
屋彰

あき え
枝 市民公募会員

岸
きしもと
本　惇

あつし
団体推薦会員（春日市身体障害者福祉協会）

北
きたむら
村和

かず え
江 団体推薦会員（春日市商工会）

城
き ど
戸　寛

ゆたか
市民公募会員

蔵
くらの
野篤

あつ み
美 団体推薦会員（春日市老人クラブ連合会）

小
こじま
島俊
しゅんじ
二 市民公募会員

児
こじま
島牧

まき お
夫 市民公募会員

小
こやま
山雄

ゆう じ
二 市民公募会員

城
しろた
田博
ひろたか
敬 団体推薦会員（春日市社会福祉協議会）

瀬
せ た
田博

ひろ こ
子 市民公募会員

十
そごう
河春

はる み
美 市民公募会員

田
たじま
嶋章
ふみてる
照 市民公募会員

氏名 備考

田
たむら
村良
りょうこ
子 団体推薦会員（春日市文化協会）

赫
てらし
　伸
のぶひと
仁 団体推薦会員（春日小中学校PTA連絡協議会）

橋
はしもと
本和

かず お
雄 団体推薦会員（春日市子ども会育成会連絡協議会）

濱
はまだ
田重

しげ お
男 団体推薦会員（筑紫農業協同組合）

日
ひあさ
朝貴

き し お
志雄 市民公募会員

東
ひがし
　強

つよ し
志 市民公募会員

樋
ひぐち
口美

み ゆ き
由樹 市民公募会員

廣
ひろはた
畑一

いつ よ
代 市民公募会員

別
べっぷ
府正
まさのり
紀 市民公募会員

別
べっぷ
府るみ子

こ
市民公募会員

松
まつお
尾謙

けん じ
治 市民公募会員

松
まつお
尾光
みつひろ
弘 団体推薦会員（春日市体育協会）

松
まつだ
田　久

ひさし 団体推薦会員（春日まちづくり支援センター・ぶ
どうの庭）

森
もりやま
山正
まさはる
治 市民公募会員

吉
よしだ
田紀

き み
美 市民公募会員

■平成26年度かすが市民懇話会会員（五十音順・敬称略）

平成26年度（10期・11期）の活動がスタート
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　新制度について詳し
くは、内閣府のウェブ
サ イ ト(http://www8.
cao.go.jp/shoushi/
shinseido/index.html)
を見てください。

新制度のポイント

全ての子どもたちが、笑顔で成長していけること。
また、全ての家庭で安心して子育てができ、育てる喜びを感じられること
を目的とした「子ども・子育て支援新制度」がスタートします。

●
幼
稚
園
や
保
育
所
の
保
育
の
質
の
向
上

●
一
時
預
か
り・病
児
保
育
な
ど
の
充
実

●
待
機
児
童
対
策

新
制
度
と
は
？　

　
平
成
24
年
８
月
に
、子
ど
も・子
育
て
支
援
法
や
認
定
子
ど
も

園
法
の
一
部
改
正
法
な
ど
、い
わ
ゆ
る「
子
ど
も・
子
育
て
関
連

３
法
」が
成
立
し
ま
し
た
。幼
児
期
の
学
校
教
育・保
育
や
地
域

の
子
ど
も・子
育
て
支
援
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
の
制
度

で
す
。

導
入
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

平
成
25
年
度

●
ニ
ー
ズ
調
査

●
子
ど
も
子
育
て
会
議
の
設
置

平
成
26
年
度

●
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
策
定

●
新
制
度
に
お
け
る
幼
稚
園・
保
育
所
な
ど

の
入
園・入
所
手
続
き
の
整
備

平
成
27
年
度

●
新
制
度
ス
タ
ー
ト　

※
子
ど
も
子
育
て
会
議
の
詳
し
い
内
容・
会
議
録
を

市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

子ども子育て会議

　保護者３人を含む13人
の委員からなる春日市子
ども子育て会議です。
　春日市の子育てを考え、
ニーズに合った計画とな
るよう話し合います。

ニーズ調査

　市内の０歳から 
小学校６年生まで 
の 子 ど も を 持 つ
4000世 帯 に 調 査
票を配布し、2380
世帯からの協力が
ありました。
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保
護
者
の
勤
務
な
ど
で
家
庭
保
育
が

難
し
い
病
気
の
子
ど
も（
生
後
91
日
〜

小
学
３
年
生
）を
預
か
り
ま
す
。

日
時　
年
中
無
休
で
、午
前
８
時
か
ら

午
後
６
時
ま
で（
手
続
き
を
す

れ
ば
、午
前
７
時
か
ら
の
１
時

間
と
午
後
９
時
ま
で
の
３
時
間

は
、時
間
外
保
育
可
）

費
用　

２
０
０
０
円（
市
外
在
住
は

３
０
０
０
円
）

※
時
間
外
保
育
は
１
時
間
当
た
り

３
０
０
円
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
徳
洲
会
病
院
た

ん
ぽ
ぽ
病
児
室（
須
玖
北
４
ー
５
）

☎（
５
７
３
）６
６
２
２（
代
表
）

子
ど
も
子
育
て
施
策

認
定
こ
ど
も
園

　
平
成
27
年
４
月
か
ら
、か
す
が
愛
育

セ
ン
タ
ー
、恵
星
幼
稚
園（
保
育
機
能
部

分
）は
、保
育
所
と
同
様
に
園
児
を
預
か

り
ま
す
。

　
認
定
こ
ど
も
園
の
幼
稚
園
機
能・
保

育
機
能
部
分
の
申
し
込
み
時
期
に
つ
い

て
は
、そ
れ
ぞ
れ
幼
稚
園・保
育
所
に
準

じ
ま
す
。

認
可
保
育
所（
園
）

　
待
機
児
童
対
策
と
し
て
、現
在
あ
る

認
可
保
育
所（
園
）も
定
員
を
見
直
し
、

建
て
替
え
に
よ
る
定
員
増
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　私は2児の子
育てと仕事に毎

日奮闘中です。親になって初めて分かる
親の気持ち、子どものおかげでお母さん
になれたという喜び．．．こんな気持ちに
支えられて頑張れています。
　子どもを取り巻くさまざまな辛い
ニュースを聞くたびに何かできないかと
思い、春日市子ども・子育て会議に参加し
ています。ここで気付いたことは、私たち
大人も共にもっと成長していかないとい
けないなということ、何かあればしっか
りとサポートしてくれる方々がたくさん
いるということです。
　大好きな子どもたちのために、いつ
も見守る目で生活していきたいと思い
ます。

春日市子ども・
子育て会議委員

※1　利用条件に応じて幼稚園、保育所などの利用に必要な認定証を発行します。

　
平
成
27
年
度
に
新
制
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る
と
、幼
稚
園
と
保
育
所（
園
）の
利

用
内
容
が
次
の
と
お
り
一
部
変
わ
り
ま
す
。

施
設
の
利
用
方
法
が
変
わ
り
ま
す

白
しろうず

水成
なる み

美さん

これまでは．．． 新制度（平成27年度から）では．．．

幼
稚
園

保
育
料

♪施設が設定（全ての
利用者が同額）
・別途入園料あり
・就園奨励費あり

♪新制度に移行する幼稚園は、利用者の所得に応じて市が
設定します（現在のところは、恵星幼稚園1カ所のみ）
・所得に応じた料金となるため、就園奨励費なし

♪新制度に移らない幼稚園は、これまでと同様の申し込み・
利用方法となります（就園奨励費あり）

申
込
方
法

♪希望する園に直接申
し込む

♪これまでと同様、希望する園に直接申し込む
　・申し込みの際に「支給認定※1」の申請が必要（新制度移行園のみ）
　※詳細は市報9/15号でお知らせします。

保
育
所（
園
）

保
育
時
間

♪最大11時間まで ♪保護者の就労の状況に応じ、次の2つの区分の認定を行い
ます
(1)保育標準時間（11時間まで利用可）
（フルタイムの就労を想定）
(2)保育短時間（8時間まで利用可）
（パートタイムの就労を想定）
※それぞれの時間を超えるところは延長保育となります。

保
育
料

♪所得に応じて設定 ♪これまでと同様、所得に応じて設定
・現在の保育料を基本に、上記(2)の場合は(1)よりも低額となる

申
込
方
法

♪市に利用を申し込む ♪これまでと同様、市に利用を申し込む　
・申し込みの際に「支給認定※1」の申請が必要
※詳細は市報11/15号でお知らせします。

メッセージ 病
児
保
育「
タ
ン
ポ
ポ
病

児
室
」が
９
月
１
日
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
す

市 報 か す が
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屋内競技は
上靴を

忘れないでね !

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を

満
喫
し
よ
う
！

　 ニュースポーツ・
レクリエーション

　おやこ元気アップ！事業
（スポーツ教室）

卓球教室
各
種
目
に
参
加
申
し
込
み
を
す
る
人
は
、春
日
市
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
実
行

委
員
会
事
務
局
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い（
小
学
校・
自
治
会・
子
ど
も
会

対
抗
競
技
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校・団
体
に
申
し
込
む
）。

競
技
時
間・場
所
な
ど
は
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
春
日
市
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
事
務
局

（
ス
ポ
ー
ツ
課
）

☎（
５
７
１
）３
２
３
４　
F（
５
８
５
）１
６
３
４

バザー広場

　みんなで楽しく遊べるスポーツやレクリ
エーションがいっぱいあるよ！！
対象　全市民
日時　10月5日㈰　午前10時〜午後2時
場所　勤労青少年ホーム体育室
※当日参加可能ですが、なるべく事前に申し込
んでください。
※運動できる服装と上靴、タオルを持参してく
ださい。

対象　親子30組程度
日時　10月5日㈰　午前10時〜（３時間程度）

（受付/午前９時30分〜）
場所　市民スポーツセンター柔道場など
※事前に申し込みが必要です。
※実技もあるので、動きやすい服装と上靴を持
参してください。

　初心者大歓迎！春日市卓球協会が優しく分
かりやすく教えます。
対象　全市民
日時　10月5日㈰　午前10時〜午後2時
場所　市民スポーツセンター卓球場
※当日参加可能ですが、な
るべく事前に申し込んで
ください。
※運動できる服装と上靴、
タオルを持参してください。

　おいしいグルメや物品販売などがあるよ！
日時　10月5日㈰　午前10時〜
場所　市民スポーツセンター遊歩道

要事前申込！
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中学生大会
中学生 ソフトテニス大会

　

　　 自治会対抗
（各地区自治会の対抗戦）

小学生大会
小学校 長縄跳び大会

子ども会対抗 
（各地区子ども会の対抗戦）

一般参加募集
★相撲大会
対象　市内の小学生
日時　10月5日㈰　
　　　午前10時〜（受付/午前8時〜）
場所　市民スポーツセンター相撲場
★綱引大会（一般）
対象　市内に居住または勤務する高校生以上の人
日時　10月5日㈰　
　　　午前10時〜（総合開会式/午前9時〜）
場所　市民スポーツセンター 2階競技場

★アジャタ（玉入れ）大会
対象　市内に居住または通学、通勤する人
日時　9月28日㈰　
　　　午前10時〜（受付/午前9時〜）
場所　大谷小学校体育館

※参加を申し込む
人は、事務局に
問い合わせてく
ださい。

対象　市内各中学校の男子、女子の対抗戦
日時　9月23日㈫　午前9時〜（受付/午前8時〜）
場所　福岡女学院テニスコート、北スポーツセン
　　　ターテニスコート他
※事前に申し込みが必要です。詳しくは事務局に
問い合わせてください。

対象　市内各小学校に通学する4年生以上の児童
日時　9月13日㈯　午前9時〜（集合/午前8時）
場所　市民スポーツセンター 2階競技場
※事前に申し込みが必要です。詳しくは事務局に
問い合わせてください。

★グラウンド・ゴルフ大会
日時　9月28日㈰　
　　　午前9時30分〜（受付/午前8時30分〜）
場所　白水大池公園多目的広場
★ビーチボールバレー大会
日時　9月28日㈰　
　　　午前10時〜（受付/午前9時〜）
場所　市民スポーツセンター 2階競技場
★ゲートボール大会
日時　9月28日㈰　
　　　午前10時〜（受付/午前9時〜）
場所　春日小学校校庭
※詳しくは各地区自治会に問い合わせてくださ
い。

★ドッジボール大会
日時　10月5日㈰　
　　　午前10時〜（受付/午前9時〜）
場所　大谷小学校校庭
★綱引大会
日時　10月5日㈰　
　　　午前10時〜（総合開会式/午前9時〜）
場所　市民スポーツセンター 2階競技場
※詳しくは各地区子ど
も会に問い合わせて
ください。

要事前申込！要事前申込！

市 報 か す が
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現
在
、休
日
や
夜
間
の
軽
症
患
者

の
救
急
医
療
受
診
が
増
加
し
て

お
り
、緊
急
性
の
高
い
重
症
患
者
の
治

療
に
支
障
を
き
た
す
事
例
が
発
生
し
て

い
ま
す
。ま
た
、休
日
や
夜
間
は
医
療
費

が
高
く
設
定
さ
れ
て
お
り
、窓
口
負
担

も
増
え
ま
す
。

　

必
要
な
人
が
安
心
し
て
受
診
で
き
、

ま
た
、保
険
税
や
窓
口
負
担
と
し
て
、皆

さ
ん
が
負
担
す
る
医
療
費
を
有
効
に

活
用
す
る
た
め
、医
療
機
関
な
ど
を
利

用
す
る
際
は
、次
の
こ
と
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

○
休
日・夜
間
の
受
診

　

休
日
や
夜
間
の
救
急
医
療
機
関

は
、緊
急
性
の
高
い
患
者
を
受
け
入

れ
る
た
め
の
も
の
で
す
。平
日
の
開

院
時
間
内
に
受
診
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、休
日
や
夜
間
の
子
ど
も
の

急
な
病
気
に
困
っ
た
ら
、小
児
救
急

電
話
相
談（
＃
８
０
０
０
、午
後
７

時
か
ら
翌
日
午
前
７
時
ま
で（
福
岡

県
）、携
帯
電
話
可
）を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。小
児
科
の
医
師
や
看
護
師

か
ら
、症
状
に
応
じ
た
適
切
な
対
処

の
仕
方
な
ど
の
助
言
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

○
か
か
り
つ
け
医

　

か
か
り
つ
け
の
医
師
を
持
ち
、気

に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
ま
ず
は
か

か
り
つ
け
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

○
重
複
受
診
を
し
な
い

　
同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
を

受
診
す
る
こ
と
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

医
療
費
を
増
や
す
だ
け
で
な
く
、重

複
す
る
検
査
や
投
薬
に
よ
っ
て
逆
に

体
に
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

治
療
に
不
安
が
あ
る
と
き
は
、医

師
に
伝
え
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。

○
薬
の
も
ら
い
方・飲
み
合
わ
せ

　

薬
の
も
ら
い
過
ぎ
に
注
意
し
、薬

が
余
っ
て
い
る
と
き
は
、医
師
や
薬

剤
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、薬
の
飲
み
合
わ
せ
に
よ
っ

て
、副
作
用
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。お
薬
手
帳
を
活
用
し
、既
に
処

方
さ
れ
て
い
る
薬
を
医
師
や
薬
剤
師

に
伝
え
、飲
み
合
わ
せ
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

医療機関・薬局の適正受診を
国保年金課 国保担当　☎（584）1111　F（584）1141

英
語
に
親
し
み
、英
語
力
の
向
上
に
つ

な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、市
教
育
委

員
会
主
催
の
英
語
暗
唱・
ス
ピ
ー
チ
大
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

観
覧
は
自
由
で
す
の
で
、ぜ
ひ
来
場
し
て

く
だ
さ
い
。

出
場
者　
春
日
市
立
中
学
校
の
生
徒

日
時　
８
月
20
日
㈬

午
後
２
時
〜

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館
サ
ン

ホ
ー
ル（
大
谷
６
ー
24
）

部
門

▽
課
題
の
部

学
年
ご
と
に
指
定
さ
れ
た
課
題
文
を
、聞

き
手
に
伝
わ
る
よ
う
に
工
夫
し
な
が
ら
暗

唱
す
る

▽
フ
リ
ー
の
部

生
徒
が
、自
由
な
テ
ー
マ
で
英
語
に
よ
る

ス
ピ
ー
チ
を
行
う

表
彰

▽
課
題
の
部

学
年
ご
と
に
最
優
秀
賞
１
人
、優
秀
賞
３

人
▽
フ
リ
ー
の
部

最
優
秀
賞
１
人
、優
秀
賞
３
人

第９回春日市中学生英語暗唱・スピーチ大会
学校教育課 学校教育担当　☎（584）1111　F（584）1153

らお知 せ
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

市からの

URL
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人
口
が
減
少
傾
向
に
あ
る
社
会
で

は
、さ
ま
ざ
ま
な
人
が
ま
ち
づ

く
り
、地
域
活
動
に
関
わ
る
こ
と
が
一

層
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。し
か
し
現

在
、自
治
会
に
役
員
と
し
て
関
わ
っ
て

い
る
女
性
は
、ま
だ
ま
だ
少
数
で
す
。

　
女
性
も
男
性
も
自
治
会
活
動
に
積
極

的
に
参
加
し
、責
任
を
担
っ
て
い
く
よ

う
な
地
域
を
目
指
す
た
め
に
、今
か
ら

行
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
自
治
会
や
男
女
共
同
参
画
を
推

進
す
る
団
体
、自
治
会
や
行
政

と
連
携
し
ま
ち
づ
く
り
を
支
援

し
て
い
る
団
体
で
、次
の
全
て

の
要
件
を
満
た
す
団
体
や
グ

ル
ー
プ

▽
市
内
に
活
動
の
基
盤
が
あ
り
、モ
デ

ル
事
業
を
実
施
で
き
る
体
制
が
整
っ

て
い
る

▽
会
計
事
務
を
適
正
に
遂
行
す
る
能
力

が
あ
る

▽
活
動
が
営
利
目
的
で
は
な
い

▽
特
定
の
宗
教
や
政
治
活
動
に
関
わ
っ

て
い
な
い

▽
代
表
者（
法
人
の
場
合
は
役
員
）が
暴

力
団
員
で
な
い
、ま
た
は
暴
力
団
員

と
密
接
に
関
係
し
な
い
者
で
あ
る

期
間　
９
月（
決
定
通
知
後
）〜
平
成
28

年
１
月
末（
２
年
間
）

実
施
事
業　

▽
自
治
会
な
ど
の
活
動
に
女
性
が
積
極

的
に
参
加
す
る
こ
と
の
必
要
性
の
啓

発
や
理
解
の
促
進

▽
女
性
が
役
員
を
担
う
た
め
の
リ
ー

ダ
ー
の
育
成

▽
自
治
会
な
ど
の
運
営
や
役
員
の
選
出

方
法
お
よ
び
慣
習
な
ど
の
見
直
し
を

図
る
た
め
の
取
り
組
み

採
用
団
体
数　

４
団
体（
助
成
金
上
限

20
万
円
／
年
度
）

申
込
方
法　
８
月
28
日
㈭（
必
着
）ま
で

に
、福
岡
県
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
あ
す
ば
る
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た

応
募
申
込
書
、収
支
予
算
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、市
人
権

政
策
課（
光
町
１
ー
73
）に
提
出

す
る

問
い
合
わ
せ
先　
同
セ
ン
タ
ー
あ
す
ば

る

☎（
５
８
４
）１
２
６
１

F（
５
８
４
）１
２
６
２

http://w
w
w
.asubaru.or.jp/

女性の活躍推進モデル事業、実施団体・グループ募集
人権政策課 人権男女共同参画担当　☎（584）1201　F（584）1181

老
齢
基
礎
年
金
は
、原
則
65

歳
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。し
か
し
、希
望
す
れ
ば
60

歳
か
ら
70
歳
ま
で
の
間
で
、繰
り

上
げ
て
、ま
た
は
繰
り
下
げ
て
老

齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。こ
れ
ら
の
場
合
の
支
給

率
は
下
表
を
見
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、繰
り
上
げ
請
求
を
す
る

場
合
は
、次
の
点
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

繰
り
上
げ
請
求
時
の
注
意
点

▽
繰
り
上
げ
請
求
後
に
、病
気
や

け
が
な
ど
で
一
定
の
障
が
い
が

あ
る
状
態
に
な
っ
た
と
き
、障

害
基
礎
年
金
は
受
け
ら
れ
な
い

▽
繰
り
上
げ
請
求
に
よ
っ
て
決
定

し
た
金
額
は
、以
後
変
更
さ
れ

な
い（
物
価
変
動
に
よ
る
金
額

の
変
更
は
有
る
）

▽
す
で
に
他
の
年
金
を
受
給
し
て

い
る
場
合
は
、そ
の
年
金
は
支

給
停
止
に
な
る
こ
と
が
あ
る

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　
南
福
岡
年
金
事

務
所

☎（
５
５
２
）６
１
１
２

F（
５
４
１
）７
６
４
９

60歳 61歳 62歳 63歳 64歳 65歳 66歳 67歳 68歳 69歳 70歳

70％ 76％ 82％ 88％ 94％
100％

108.4％ 116.8％ 125.2％ 133.6％
142％

（以降同じ）

満65歳となる月から1カ月繰り上げるごとに0.5％ずつ減額 満65歳となる月から1カ月繰り下げるごとに0.7％ずつ増額

■「繰り上げ・繰り下げ請求」をした場合の年金支給率（満65歳となる月から受給を始めた場合の年金額を100％としたとき）

老齢基礎年金の繰り上げ・繰り下げ受給
国保年金課 年金担当　☎（584）1111　F（584）1141
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児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て

い
る（
児
童
扶
養
手
当
証

書
を
交
付
さ
れ
て
い
る
）世
帯
の

人
が
、Ｊ
Ｒ
の
通
勤
定
期
を
購
入

す
る
場
合
、３
割
引
に
な
る
制
度

で
す
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に

は
、事
前
に
特
定
者
資
格
証
明
書

の
交
付
申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
児
童
扶
養
手
当
証
書

▽
印
鑑

▽
申
請
用
写
真
２
枚（
６
カ
月
以

内
に
撮
影
し
た
縦
２・
５
㎝
×

横
２
㎝
、正
面
向
き
上
半
身
、脱

帽
の
も
の
）

申
請
先　
こ
ど
も
未
来
課
母
子
児

童
担
当（
市
役
所
２
階
）

児童扶養手当受給世帯のＪＲ通勤定期の割引制度
こども未来課 母子児童担当　☎（584）1111　F（584）1115

市
教
育
委
員
会
は
、平
成
27
年
４
月
に
小

学
校
に
入
学
す
る
子
ど
も
を
対
象
に
、

健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、詳
し
い
内
容
を
記
載
し
た
ハ

ガ
キ
を
９
月
上
旬
ま
で
に
送
付
す
る
予
定
で

す
。

※
当
日
は
、就
学
に
当
た
っ
て
の
心
配
や
悩
み

な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

対
象　
平
成
20
年
4
月
2
日
〜
平
成
21
年
4
月

1
日
に
生
ま
れ
た
人

日
程・場
所

▽
10
月
１
日
㈬　
春
日
北
小
学
校

▽
10
月
２
日
㈭　
春
日
原
小
学
校

▽
10
月
３
日
㈮　
春
日
南
小
学
校

▽
10
月
16
日
㈭　
須
玖
小
学
校

▽
10
月
21
日
㈫　
春
日
西
小
学
校

▽
10
月
22
日
㈬　
白
水
小
学
校

▽
10
月
29
日
㈬　
春
日
東
小
学
校

▽
10
月
30
日
㈭　
春
日
野
小
学
校

▽
10
月
31
日
㈮　
日
の
出
小
学
校

▽
11
月
５
日
㈬　
春
日
小
学
校

▽
11
月
６
日
㈭　
天
神
山
小
学
校

▽
11
月
７
日
㈮　
大
谷
小
学
校

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、車
で
の
来
場

は
で
き
ま
せ
ん
。

受
付
時
間　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
15
分

受
付
場
所　
各
小
学
校
の
体
育
館
ま
た
は
多
目

的
ホ
ー
ル

健
診
項
目　
内
科
、歯
科
、視
力
、聴
力
、適
性
検

査

持
っ
て
く
る
も
の　

母
子
健
康
手
帳
、上
履
き

（
保
護
者
と
子
ど
も
）

就学時健康診断を行います
学校教育課 学校教育担当　☎（584）1111　F（584）1153

宝くじの社会貢献広報事業助成
　財団法人自治総合センターの宝くじ助成を
受け、春日公園地区自治会は、地区公民館に
長
ながどうたいこ

胴太鼓、アルミ製やぐらステージを整備しま
した。
　これらは、地区の夏祭りやふれあい事業な
どの主要行事で活用し、自治会のコミュニティ
活動の活性化に役立っています。
問い合わせ先
地域づくり課地
域づくり担当
☎（５８４）１１１１
F（５８４）１１５３

よ
り
よ
い
春
日
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、

市
長
が
各
地
区
公
民
館
な
ど
に
出
向
き
、市
民

の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

　
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
程・会
場

▽
８
月
19
日
㈫　
若
葉
台
西
地
区
公
民
館

▽
８
月
20
日
㈬　
若
葉
台
東
地
区
公
民
館

▽
８
月
26
日
㈫　
千
歳
町
地
区
公
民
館

▽
８
月
27
日
㈬　
光
町
地
区
公
民
館

▽
８
月
28
日
㈭　
泉
地
区
公
民
館

時
間　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

地区トーク８月後半の日程
行政管理課 企画担当　☎（584）1111　F（584）1145

◁
購
入
し
た
長
胴
太
鼓
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8月25日〜31日は、飲酒運転撲滅週間

　飲酒運転は重大な犯罪です。罰金や懲役、運転免許
の取り消し、解雇など、非常に重い罰則や社会的制裁
が科されます。
　また、飲酒運転による事故は、被害者、加害者の両家
族の生活を大きく変えてしまいます。
　自分自身はもちろん、周りの人が飲酒運転をしないよ
う、互いに呼び掛け合いましょう。
　「飲酒運転は、絶対しない！させない！許さない！」
　みんなの力で飲酒運転をなくしましょう。
問い合わせ先　安全安心課防犯安全担当

☎（５８４）１１１１
F（５８４）１１４３

平
成
26
年
度
市
民
税・
県
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
に「
臨

時
福
祉
給
付
金
」を
、児
童
手
当
の
受
給
者
に「
子
育

て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」を
給
付
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
と
思
わ
れ
る
人
に
は
、６
月
下
旬
に
申
請
書
を
発
送

し
て
い
ま
す
の
で
、期
限
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
届
い
て
い
な
い
場
合
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、市
報
６
月
15
日
号
を
見
る
か
、問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

※
給
付
の
対
象
者
か
ど
う
か
を
電
話
で
伝
え
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

※
申
請
書
提
出
前
に
、所
定
の
書
類
が
揃
っ
て
い
る
か
を
再

度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　
10
月
１
日
㈬（
当
日
消
印
有
効
）

問
い
合
わ
せ
先　
市「
２
つ
の
給
付
金
」窓
口（
市
役
所
大
会

議
室
）

☎（
７
０
７
）１
１
９
０

F（
５
８
４
）１
１
４
２

▽
春
日
市
２
つ
の
給
付
金

http://w
w
w
.city.kasuga.fukuoka.jp/

tetuzuki/fukusi/rinjifukusi.htm
l

▽
厚
生
労
働
省
２
つ
の
給
付
金

http://w
w
w
.2kyufu.jp/

「２つの給付金」申請は済んでいますか
福祉計画課 地域福祉担当　☎（584）1111　F（584）1142

ごみ出しルールを守ってください
　春日大野城リサイクルプラザに、医療関係機関から
排出されたと思われる医療廃棄物（使用済・未使用の
注射針など）が混入していました。
　施設に搬入されたごみは作業員が手作業で分別を
行っており、作業員に注射針が刺さり二次感染を引き
起こす可能性もあります。
　そのような事故を未然に防ぐためにも、注射針など
の感染性のある廃棄物（特別管理廃棄物）は、他の
廃棄物と区別をして管理し、医療廃棄物を扱う専門

業者に処理を依頼してください。
問い合わせ先　ごみ減量推進課
☎（５８４）１１１１　F（５８４）１１４７

◁
薄
い
水
色（
角
２
）

△薄いピンク色（長３）
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市
教
育
委
員
会
は
、チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
心
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
に
、小
学
校
５・
６
年
生
を

対
象
と
し
て
国
語
、算
数
の
問
題
に
挑
む
、知
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
Ｋか

す

が

Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｇ
Ａ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
、小
学
校
５・

６
年
生
に
加
え
、一
般
の
参
加
者
も
募
集
し
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。小
学
生
と
同
じ
会
場
で
小
学

生
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
問
題
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

市
内
に
在
住
す
る
20
歳
以
上
の
人（
学
生
を

除
く
）

※
小
学
校
５・
６
年
生
の
募
集
は
、終
了
し
て
い
ま

す
。

日
時　
９
月
６
日
㈯　

午
前
10
時
〜
11
時
20
分（
受
付
／
午
前
９
時

30
分
〜
）

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館（
大
谷
６
ー

24
）

※
駐
車
場
が
少
な
い
の
で
、な
る
べ
く
春
日
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
や
よ
い
」な
ど
の
公
共
交
通
機

関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

教
科　
国
語
、算
数（
小
学
校
６
年
生
程
度
）

定
員　
１
５
０
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具

申
込
方
法　

８
月
18
日
㈪
か
ら
29
日
㈮
ま
で
に
、電

話
か
E
メ
ー
ル
で
住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話

番
号
を
伝
え
る

申
込
先　
学
校
教
育
課
学
校
教
育
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

gakkou@
city.kasuga.fukuoka.jp

答
え

▽
国
語（
１
）さ
ん
ず

い　
（
２
）ご
ん
べ
ん

　
（
３
）ひ
へ
ん・
に

ち
へ
ん

▽
算
数　
１
６
０

第４回知のチャレンジＫＡＳＵＧＡ一般参加者募集
学校教育課 学校教育担当　☎（584）1111　F（584）1153

重
度
の
障
が
い
に
よ
り
市
ま
た
は

国
か
ら
手
当
を
受
け
て
い
る
人

は
、現
在
の
生
活
状
況
や
所
得
状
況
な

ど
を
確
認
す
る
た
め
、毎
年
、現
況
届
を

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、８
月
上
旬
に
現
況
届

の
用
紙
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、期

限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い（
郵
送

可
）。

対
象
手
当

〇
市
の
手
当

　
春
日
市
心
身
障
害
者
福
祉
手
当

〇
国
の
手
当

▽
障
害
児
福
祉
手
当

▽
特
別
障
害
者
手
当

▽
経
過
的
福
祉
手
当

提
出
期
限　
８
月
29
日
㈮

※
現
在
、本
人
や
家
族
の
所
得
超
過
な

ど
の
た
め
に
支
給
停
止
中
の
人
も
、

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
先　

福
祉
支
援
課
障
が
い
担
当

（
市
役
所
１
階
）

春日市心身障害者福祉手当などの現況届提出
福祉支援課 障がい担当　☎（584）1111　F（584）3090

■平成25年度算数の出題例 ■
平
成
25
年
度
国
語
の
出
題
例



トピックス
〜まちの話題や人物の紹介〜

平和の尊さを訴える

平和祈念展
　７月19日から27日にかけ、平和祈念展を開催しました。会場では、戦時資料
や遺品、千羽鶴コーナー、天神山小学校の児童が平和学習で作成した資料な
どの展示をはじめ、さまざまな企画を行いました。７月20日と27日に行った
平和と戦争のおはなし会では、市図書司書が「えんぴつびな」や「へいわって
どんなこと？」などの絵本を読み聞かせ、来場者の中には涙を流す人もいました。また、土・日曜日には筑紫原爆被害者
の会の会員が自身の被爆体験などを語りました。幼少期に被爆したため記憶がほとんどないという後

ご と う
藤隆

た か こ
子さんも、

「ヒロシマの火」の朗読や自身の戦後体験の語りを通して、平和の尊さを訴えました。なお、千羽鶴コーナーで折られた
折鶴は、長崎原爆資料館に捧げるため送りました。

市
図
書
司
書
に
よ
る
絵
本
の

読
み
聞
か
せ

筑紫地区建設コンサルタンツ協会

福祉備品寄贈式
　７月16日、須玖保育所で、避難車（園児を複数人運ぶ移動用カート）の
寄贈式がありました。筑紫地区で「測量・調査・設計業」を営む会員から
成る筑紫地区建設コンサルタンツ協会によるもので、同協会は、毎年、
市の施設などに福祉備品寄贈を行っています。
　寄贈を受け、園児は、元気よく手話を交えながらお礼の歌を歌いました。また、市長は「毎年、ご尽力いただき、大変あ
りがたい。乳幼児の散歩時などに活用させていただきます。」と感謝の言葉を述べました。
　これを受け、同協会会長の大

や ま と
和さんは「子どもたちの喜ぶ顔を見て、こちらまでうれしくなった。いかに地域に貢献で

きるかが私たちの役目です。これからも寄贈を続けていきたい。」と話しました。

寄
贈
さ
れ
た
避
難
車
を
囲
む
園
児
と

筑
紫
地
区
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協

会
の
皆
さ
ん（
後
列
右
か
ら
２
人
目

は
市
長
）

春日南小学校

学童交通安全運動の優良賞を受賞
　福岡県県民運動本部は、交通安全の確保に積極的に取り組んでいる小学
校に対し、年１回優秀校を表彰しています。この度、春日南小学校が、平成
26年度学童交通安全運動実践優秀校に選ばれ、優良賞を受賞しました。
　受賞の決め手は、実際の信号機を使っての実践的な交通安全教室、各地区
のパトロール隊が連携して行う朝・夕の交通安全指導、コミュニティ・スクールの一環として休日を利用した親子自転
車教室の実施の主に３つです。
　山

やまもと
本教育長は「春日南小学校の取り組みはまさにコミュニティ・スクールの底力と言え、地域の力が春日市の特長で

すね」と話すと、同小の濱
はまむら
村校長は「いつも地域を中心に活動していただき大変ありがたく思っています。子どもたちも

地域の人に見守られ、幸せだと思います」と話しました。惣利地区の樋
ひ ぐ ち
口自治会長は「各地区のパトロール隊は通学する

子どもの顔を一人一人覚えて、今日はまだあの子を見ていないと学校に連絡をしたり、学校と地区同士の連携がしっか
り取れています。今回の受賞を励みに、今後も地域一丸となって交通安全活動に尽力していきたいです」と話しました。

受
賞
を
喜
ぶ
濱
村
校
長（
中
央
）と

樋
口
自
治
会
長（
右
か
ら
２
番
目
）

市 報 か す が
平成26年8月15日13
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ス
ポ
ー
ツ

第
３
回
こ
す
も
す
杯

参
加
者
募
集

　
春
日
市
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
協
会

主
催
の
大
会
で
す
。

対
象　
春
日
市
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し

て
い
る
18
歳
以
上
の
女
性（
学

生
不
可
）

日
時　
９
月
７
日
㈰

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30

分

場
所　
西
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
那
珂

川
町
中な

か
ば
る
ひ
が
し

原
東
１
ー
４
ー
１
）

種
目　
一
般
女
性
の
部

参
加
費　

▽
協
会
会
員　
１
０
０
０
円

▽
一
般
市
民　
１
５
０
０
円

定
員　
35
チ
ー
ム（
参
加
者
多
数
の
場

合
抽
選
）

申
込
方
法　
８
月
31
日
㈰
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、年
齢
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
春
日
市
ビ
ー

チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
協
会
事
務
局

長　
中な

か
む
ら村
由ゆ

み美

☎（
５
８
１
）４
１
７
１（
F
兼
用
）

健　

康

60
歳
以
上
対
象

体
力
測
定
を
受
け
ま
せ
ん
か

　
今
回
の
体
力
測
定
は
、骨
や
関
節
、筋

肉
な
ど
の
運
動
器
が
衰
え
、要
介
護
の

可
能
性
が
高
く
な
い
か
を
調
べ
る「
ロ

コ
モ
度
」と「
体
の
ゆ
が
み
」を
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
す
。

　
ま
た
、測
定
結
果
に
基
づ
き
、効
果
的

な
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
助
言
し
ま
す
。

　
い
つ
ま
で
も
元
気
な
足
腰
で
い
る
た

め
に
、積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
市
民

日
時　
９
月
６
日
㈯

午
前
９
時
30
分
〜
正
午
、午
後

１
時
〜
３
時（
希
望
す
る
１
時

間
）

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

内
容　

▽
体
力
測
定（
柔
軟
性・バ
ラ
ン
ス
テ
ス

ト
な
ど
）

▽
体
成
分
分
析
測
定・
血
管
年
齢
測
定

（
筋
肉
量
や
体
脂
肪
率
、末
梢
血
管
の

柔
軟
性
な
ど
の
測
定
）

▽
ロ
コ
モ
度
チ
ェ
ッ
ク（
歩
幅
脚
力・立

ち
上
が
り
筋
力
測
定
な
ど
）

▽
体
の
ゆ
が
み
チ
ェ
ッ
ク

▽
持
久
力
測
定（
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
で
の

心
肺
持
久
力
テ
ス
ト
）

▽
結
果
説
明・運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成

※
持
久
力
測
定
と
結
果
説
明・助
言
は
、

後
日
、都
合
の
良
い
日
を
予
約
し
て

実
施
し
ま
す
。

参
加
費　
５
０
０
円

定
員　
50
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
上
靴
、運
動
し
や

す
い
服
装
、水
筒
、タ
オ
ル　

申
込
方
法　
８
月
18
日
㈪
以
降
、電
話

で
氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
、希

望
時
間
を
伝
え
る

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　

い
き
い
き

ル
ー
ム（
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
内
）

☎（
５
０
１
）１
１
６
２（
F
兼
用
）

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

栄
養
相
談

　
生
活
習
慣
病
や
、子
ど
も
の
食
事
が

気
に
な
る
人
な
ど
、食
生
活
に
関
す
る

悩
み
に
つ
い
て
、管
理
栄
養
士
が
無
料

で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

日
時　
８
月
27
日
㈬
、９
月
２
日
㈫

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

（
う
ち
１
時
間
程
度
）

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
３
階
会
議
室

（
昇
町
１
ー
１
２
０
）

申
込・問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

子
育
て

お
出
掛
け
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
せ
ん
か

は
じ
め
ま
し
て
♪
あ
か
ち
ゃ
ん

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、生
後
２

カ
月
か
ら
６
カ
月
の
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者
を
対
象
に
、お
出
掛
け
デ
ビ
ュ
ー

や
友
達
づ
く
り
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

月
齢
が
近
い
子
ど
も
の
親
子
同
士

で
、さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。

対
象　
平
成
26
年
３
月
〜
６
月
生
ま
れ

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者（
２

日
間
と
も
参
加
で
き
る
人
）

日
時　
９
月
２
日
㈫・10
日
㈬

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

す
く
す
く
プ
ラ
ザ（
須
玖
南

２
ー
１
２
０
）

内
容　
親
子
あ
そ
び（
タ
ッ
チ
ケ
ア
な

ど
）、保
護
者
同
士
の
交
流
会
、

保
育
士・
保
健
師
に
よ
る
相
談

（
希
望
者
の
み
）　

※
き
ょ
う
だ
い
児
の
託
児
、参
加
は
で

き
ま
せ
ん
。

定
員　
12
組（
申
込
先
着
順
）　

申
込
方
法　

８
月
18
日
㈪
〜
30
日
㈯

に
、電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
子
ど
も

の
名
前
、生
年
月
日
、居
住
地

区
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
支
援

課
子
育
て
支
援
担
当

☎（
５
８
４
）１
０
１
０

F（
５
８
４
）７
７
３
９

ko
so

d
ate@

city.kasuga.
fukuoka.jp

参
加
者
募
集

パ
パ
マ
マ
教
室

　
夫
婦
で
こ
れ
か
ら
の
出
産
や
育
児
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
妊
娠
経
過
が
順
調
で
、出
産
予

定
日
が
11
月・
12
月
の
妊
婦
と

そ
の
夫

※
初
産
の
人
が
優
先
で
す
。

日
時　
９
月
20
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

内
容　

▽
助
産
師
に
よ
る
話「
お
産
の
仕
組
み

と
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」

▽
育
児
実
技（
も
く
浴
実
習
な
ど
）

参
加
費　
１
組
４
０
０
円

定
員　
16
組（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳

申
込
方
法　
９
月
１
日
㈪（
必
着
）ま
で

に
、往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、氏
名

（
夫
婦
）、年
齢
、電
話
番
号
、出

産
予
定
日
を
書
い
て
送
る

※
返
信
用
ハ
ガ
キ
に
は
住
所
、氏
名
を

書
き
、裏
面
は
白
紙
で
送
っ
て
く
だ

さ
い
。

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課
保
健

指
導
担
当 

（
〒
816
ー
０
８
５
１

昇
町
１
ー
１
２
０
い
き
い
き
プ

ラ
ザ
内
）

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

www.city.kasuga.fukuoka.jp
春日市役所 ☎（584）1111
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離
乳
食
教
室

参
加
者
募
集

　
赤
ち
ゃ
ん
の
食
事
量
や
内
容
で
悩
ん

で
い
る
人
を
対
象
に
、離
乳
食
の
作
り

方
や
進
め
方
の
教
室（
離
乳
食
中
期
以

降
の
話
が
中
心
）を
行
い
ま
す
。

　
託
児（
先
着
15
人
、１
人
３
０
０
円
）

も
あ
り
ま
す
。

対
象　
生
後
６
〜
８
カ
月
の
子
ど
も
を

持
つ
保
護
者

日
時　
９
月
３
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
受
付
／
午
後
１
時
〜
）

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

参
加
費　
２
０
０
円（
実
習
材
料
費
）

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、手
拭
き
タ

オ
ル
、託
児
に
必
要
な
道
具（
名

前
を
書
い
て
お
く
）

申
込
方
法　

８
月
15
日
㈮
〜
27
日
㈬

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
、子
ど
も

の
生
年
月
日
、託
児
の
有
無
を

伝
え
る

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課
保
健

指
導
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

講
演
講
座

男
女
共
同
参
画
講
演
会

「
お
ひ
と
り
介
護
」参
加
者
募
集

　
核
家
族
化
や
、中
高
年
単
身
者
の
増

加
に
よ
り
、高
齢
者
と
の
２
人
暮
ら
し

に
よ
る「
お
ひ
と
り
介
護
」が
、全
国
的

に
増
え
て
い
ま
す
。

　
お
ひ
と
り
介
護
を
経
験
し
た
講
師
の

体
験
を
聞
き
、介
護
者
の
孤
立
や
、仕
事

と
介
護
の
両
立
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
参
加
は
無
料
で
、手
話
通
訳
も
あ
り

ま
す
。事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

日
時　
９
月
10
日
㈬

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

会
場　

男
女
共
同
参
画・
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
じ
ょ
な
さ
ん
２
階
研

修
室（
光
町
１
ー
73
）

演
題　
「
お
ひ
と
り
介
護
」
〜
ひ
と
り

で
悩
ま
な
い
で・・・男
女
が
共

に
仕
事
と
介
護
を
両
立
で
き
る

暮
ら
し
〜

講
師　
生し

ょ
う
の野
繁し
げ
こ子
さ
ん（
九
州
看
護
福

祉
大
学
教
授
）

託
児　
生
後
５
カ
月
以
上
の
未
就
学
児

（
先
着
10
人
）

※
託
児
が
必
要
な
人
は
８
月
29
日
㈮
ま

で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
９
月
３
日
㈬
ま
で
に
、電

話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
住
所
、氏
名
、電
話

番
号
、託
児（
無
料
）の
有
無
を

伝
え
る

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
人
権
政
策
課

人
権
男
女
共
同
参
画
担
当

☎（
５
８
４
）１
２
０
１

F（
５
８
４
）１
１
８
１

子
育
て
で
悩
む
人
へ

不
登
校
保
護
者
支
援
講
座

○
不
登
校
に
悩
む
保
護
者
支
援
の
た
め

の
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
不
登
校
や
不
登
校
傾
向
に
あ
る
子

ど
も
を
持
つ
保
護
者
を
支
援
す
る
サ

ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
ま
す
。

　
で
き
る
だ
け
５
回
連
続
で
受
講
で

き
る
人
を
対
象
と
し
ま
す
。

日
時　
９
月
２
日
、16
日
、30
日
、10

月
７
日
、14
日
の
火
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧

館
２
階（
大
谷
６
ー
24
）

○
不
登
校
や
行
き
渋
り
に
悩
む
保
護
者

の
た
め
の
不
登
校
講
座

　

子
ど
も
と
の
向
き
合
い
方
の
基

本
姿
勢
を
学
び
、親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
こ
れ
か
ら
の
対
応
を

学
ぶ
講
座
で
す
。

日
時　
９
月
２
日
、16
日
、30
日
、10

月
14
日
、21
日
の
火
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧

館
２
階
学
習
室
２

受
講
料　
各
回
２
０
０
０
円（
初
回
の

み
２
５
０
０
円
）

定
員　
各
20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

受
講
を
希
望
す
る
講
座

名（「
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

か「
保
護
者
の
た
め
の
不
登
校

講
座
」）を
記
入
し
、住
所
、氏
名

（
ふ
り
が
な
）、電
話
番
号
、メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
、受
講
動
機
を
簡

単
に
記
載
し
て
フ
ァ
ッ
ク
ス
か

Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込
む

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
え
が
お
の
会

　
杉す

ぎ
う
ら浦

☎ 

０
９
０（
４
５
１
３
）７
５
３
１

F（
５
９
２
）３
３
６
９

e
g

a
o

n
o

k
a

i.jim
u

@
g

m
 

a
il.co

m

県
肝
疾
患
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

第
１
回
市
民
公
開
講
座

　
県
内
唯
一
の
肝
疾
患
診
療
連
携
拠
点

病
院
で
あ
る
同
セ
ン
タ
ー
は
、「
こ
こ
ま

で
進
ん
だ
肝
臓
病
の
治
療
」と
題
し
、最

新
治
療
の
情
報
提
供
や
、専
門
医
療
機

関
な
ど
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

　
入
場
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要

で
す
。誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
同
セ
ン
タ
ー
は
随
時
一
般
市
民
か
ら

の
肝
疾
患
に
関
す
る
相
談
を
受
け
て

い
ま
す
。

日
時　
10
月
11
日
㈯

午
後
２
時
〜
５
時

場
所　
久
留
米
大
学
医
学
部
筑
水
会
館

２
階
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル（
久
留

米
市
旭あ

さ
ひ
ま
ち町

67
）

問
い
合
わ
せ
先　
同
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
４
２（
３
１
）７
９
６
８

F
０
９
４
２（
３
９
）６
４
７
６

http://w
w

w
.fukuoka-kan 

shikkan.com
/

水
難
事
故
に
注
意
！

　
例
年
、水
難
事
故
は
夏
期
に
集
中

的
に
発
生
し
て
い
ま
す
。水
難
事
故

に
遭
わ
な
い
た
め
に
、次
の
５
原
則

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

水
難
防
止
５
原
則

⑴
危
険
箇
所
の
把
握

転
落
の
恐
れ
や
水
流
が
激
し
い
場

所
な
ど
、危
険
箇
所
を
把
握
す
る
。

⑵
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
活
用

体
に
合
っ
た
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

を
正
し
く
着
用
す
る
。

⑶
状
況
の
的
確
な
判
断

天
候
や
体
調
が
悪
い
と
き
や
飲
酒

し
た
と
き
は
、泳
が
な
い
。

⑷
保
護
者
な
ど
の
付
き
添
い

子
ど
も
だ
け
で
水
辺
に
近
づ
か

ず
、必
ず
大
人
が
付
き
添
う
。

⑸
子
ど
も
へ
の
水
難
事
故
防
止
指
導

▽
危
険
区
域
内
に
入
ら
な
い

▽
遊
泳
区
域
以
外
で
遊
泳
し
な
い

▽
遊
泳
中
、他
人
に
抱
き
つ
く
な

ど
の
危
険
な
行
為
を
し
な
い

▽
水
深
や
水
流
を
考
慮
し
、安
全

な
方
法
で
遊
泳
す
る

▼
安
全
安
心
課
防
犯
安
全
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
３

▼
春
日
警
察
署
安
全
安
心
ま
ち
づ
く

り
推
進
室

☎（
５
８
０
）０
１
１
０（
F
兼
用
）

安
全

安
心
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場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

１
階
サ
ン
ホ
ー
ル（
大
谷
６
ー

24
）

内
容

▽
共
同
募
金
運
動
推
進
大
会（
午
後
１

時
30
分
〜
２
時
10
分
）

▽
福
祉
講
演
会（
午
後
２
時
15
分
〜
４

時
）

講
演　
東
日
本
大
震
災・原
発
事
故
後
、

復
興
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の

現
状

講
師　
神か

な
く
ら
長
倉
正ま
さ
み
つ満
さ
ん（
福
島
県
浪

江
町
室
原
行
政
区
長
、Ｊ
Ａ
ふ

た
ば
代
表
幹
事
）

問
い
合
わ
せ
先　
市
社
会
福
祉
協
議
会

地
域
福
祉
課

☎（
５
８
１
）７
２
２
５

F（
５
８
１
）７
２
５
８

春
日・大
野
城・那
珂
川
消
防
本
部

甲
種
防
火
管
理
者
新
規
講
習
会

　
防
火
管
理
者
の
資
格
取
得
の
た
め
の

講
習
会
で
す
。

日
時　
９
月
25
日
㈭
、26
日
㈮

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
遅
刻
、途
中
退
席
し
た
場
合
は
講

習
を
修
了
し
た
と
は
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
。

場
所　
同
消
防
本
部（
春
日
２
ー
２
ー

１
）

受
講
料　
５
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代

含
む
）

定
員　
80
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
８
月
25
日
㈪
以
降
に
所
定

の
申
込
書
に
記
入
し
、消
防
本

部
、消
防
署
、各
出
張
所
の
い
ず

れ
か
に
提
出
す
る（
郵
送
、電
話

予
約
は
不
可
）

※
申
込
書
は
消
防
署
窓
口
か
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
同
消
防
本
部
予
防
指

導
係

☎（
５
８
４
）１
１
９
５

F（
５
８
４
）１
２
０
０

http://fukuoka.kon119.
or.jp/sikenkosyu/boka_
h26.htm

l相　

談

職
場
の
パ
ワ
ハ
ラ
、セ
ク
ハ
ラ

集
中
相
談
会

　
増
加
し
て
い
る
職
場
の
パ
ワ
ハ
ラ
や

セ
ク
ハ
ラ
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
、福

岡
労
働
者
支
援
事
務
所
職
員
が
、電
話

や
面
談
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
労
働
者
、使
用
者
は
問
い
ま
せ
ん
の

で
、一
人
で
悩
ま
ず
、相
談
し
て
く
だ
さ

い
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
予
約
は
不
要
で
す
。

日
時　
９
月
３
日
㈬・４
日
㈭

午
前
９
時
〜
午
後
８
時

※
弁
護
士
相
談
は
、４
日
㈭
午
後
３
時

か
ら
７
時
ま
で
で
す
。

場
所　

同
事
務
所（
福
岡
市
中
央
区

赤あ
か
さ
か坂
１
ー
８
ー
８
福
岡
西
総
合

庁
舎
５
階
）

相
談・問
い
合
わ
せ
先　
同
事
務
所

☎（
７
３
５
）６
１
４
９

F（
７
１
２
）０
４
９
７

聴
覚
障
が
い
者
向
け

字
幕
ビ
デ
オ
制
作
教
室

　
聴
覚
障
が
い
者
向
け
字
幕
ビ
デ
オ
を

作
成
す
る
支
援
者
育
成
の
た
め
の
講
座

で
す
。

　
受
講
は
無
料
で
す
。

日
時　
９
月
４
日
〜
10
月
30
日（
９
月

18
日
、10
月
９
日
を
除
く
）の
毎

週
木
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　
福
岡
県
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

（
原
町
３
ー
１
ー
７
ク
ロ
ー

バ
ー
プ
ラ
ザ
東
棟
３
階
）

募
集
人
員　
８
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
８
月
22
日
㈮（
当
日
消
印

有
効
）ま
で
に
、住
所
、氏
名
、電

話
番
号（
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
）、

志
望
動
機
を
記
入
し
、フ
ァ
ッ

ク
ス
か
ハ
ガ
キ
で
申
し
込
む

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
同
セ
ン
タ
ー

（
〒
816
ー
０
８
０
４
原
町
３
ー

１
ー
７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
東

棟
３
階
）

☎（
５
８
２
）２
４
１
４

F（
５
８
２
）２
４
１
９

共
同
募
金
運
動

推
進
大
会
福
祉
講
演
会

　
共
同
募
金
運
動
の
功
労
者
、赤
い
羽

根
共
同
募
金
運
動
啓
発
チ
ラ
シ
の
絵
画

入
賞
者
の
表
彰
式
典
と
、福
祉
講
演
会

を
行
い
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　
９
月
27
日
㈯

午
後
１
時
〜
４
時

　

諸
岡
川
は
ど
こ
か
ら
ど
こ
へ
流
れ
て

い
る
の
か
。ド
ン
ポ
池
か
ら
元
来
た
道

を
戻
り
、三
差
路
を
左
折
し
て
す
ぐ
右

に
入
る
と
、左
手
に
農
家
風
の
家
が
あ

り
ま
す
。そ
の
前
に
あ
る
水
路
、こ
こ
が

目
で
見
え
る
諸
岡
川
の
始
ま
り
で
す
。

　
こ
の
辺
り
は
浦う

ら

の
原は
る

と
い
い
、昔
か

ら
集
落
が
あ
っ
た
所
で
す
。西
側
の
裏

山
に
は
浦
の
原
八
幡
宮
と
観
音
堂
が

あ
り
ま
す
。川
は
３
面
コ
ン
ク
リ
ー
ト

張
り
に
な
り
ま
し
た
が
、道
路
側
に
は

田
ん
ぼ
や
畑
が
広
が
り
、手
掘
り
水
路

も
見
え
、つ
い
50
〜
60
年
前
ま
で
春
日

市
の
ほ
と
ん
ど
が
農
村
地
帯
で
あ
っ
た

と
い
う
風
景
が
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
南
部
工
場
の
前
の

道
路
に
出
る
と
、正
面
に
見
え
る
の
が

新
し
く
で
き
た
公
園
と
大
土
居
公
民

館
で
す
。川
は
そ
の
裏
手
の
田
ん
ぼ
に

沿
っ
て
流
れ
、い
け
い
け
通
り
の
下
を

く
ぐ
り
左
に
折
れ
、小
さ
な
道
に
沿
っ

て
ま
っ
す
ぐ
伸
び
て
い
ま
す
。そ
の
先

に
毛
勝
親
水
公
園
が
あ
り
ま
す
。

　
市
内
の
親
水
公
園
は
全
て
諸
岡
川
沿

い
に
あ
り
、上
流
か
ら
毛
勝
、昇
町（
い

き
い
き
プ
ラ
ザ
付
近
）、須
玖
南（
春
日

中
付
近
）の
各
親
水
公
園
と
、日
の
出
ふ

れ
あ
い
公
園（
徳
州
会
病
院
の
東
側
）の

4
カ
所
。特
に
毛
勝
親
水
公
園
付
近
の

水
路
は
、自
然
に
近
い
石
積
み
の
護
岸

が
見
事
で
す
。

　
毛
勝
親
水
公
園
を
出
た
諸
岡
川
は
、

春
日
中
央
通
り
の
下
を
く
ぐ
り
、ほ
ぼ

ま
っ
す
ぐ
昇
町
、須
玖
方
面
へ
向
か
い

ま
す
。国
指
定
特
別
史
跡
大
土
居
水
城

跡
の
少
し
先
に
紅
葉
ヶ
丘
西
の
住
宅
地

へ
行
く
道
路
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
に
架

か
っ
て
い
る
橋
の
名
前
が
変
わ
っ
て

い
て
、川
の
名
前
は「
飛と

び
せ
が
わ

瀬
川
」な
の
に

「
原は

る
だ
が
わ
ば
し

田
川
橋
」と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
原
田
川
と
い
う
の
は
こ
の
辺
り
の
昔

の
地
名（
小
字
）で
す
。か
つ
て
原
田
川

の
北
側
に
飛
瀬
と
い
う
地
名
が
あ
り
ま

し
た
。川
の
名
前
が
飛
瀬
川
な
の
は
、多

分
こ
の
辺
り
に
昔
か
ら
住
ん
で
い
た
人

が
そ
う
呼
ん
で
い
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

　
川
の
名
前
が
場
所
に
よ
っ
て
変
わ
っ

て
い
る
の
は
、川
が
生
活
と
密
接
に
結

び
つ
い
て
い
た
か
ら
で
す
。春
日
小
学

校
付
近
で
は「
お
汐し

お
い井
川
」、昇
町
親
水

公
園
付
近
で
は「
下し

も
い
で

井
手
川
」、赤
井
手

古
墳
が
あ
る
付
近
で
は「
赤あ

か
い
で

井
手
川
」と

呼
ん
で
い
ま
し
た
。

春
日
市
郷
土
史
研
究
会
　
小こ

ば
や
し林
昌し
ょ
う
い
ち一

 

春
日
風
土
記

第303号

　
市
内
を
流
れ
る
川
　
そ
の
２

　
　
＝
諸
岡
川（
２
）＝

△諸岡川沿いにある毛勝親水公園
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福
岡
県
70
歳
現
役
応
援
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
の
や
る
気
を
応
援

　
「
職
場
や
地
域
で
活
躍
し
た
い
」、「
社

会
の
た
め
に
役
立
ち
た
い
」と
い
う
高

齢
者
の
皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
、一
人

一
人
の
経
験
や
技
能
、知
識
を
生
か
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、就
職
や
社
会
参

加
を
支
援
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
す
。

対
象　
60
歳
以
上
で
、再
就
職
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
意

欲
の
あ
る
人

日
時　

平
日（
祝
日
、年
末
年
始
を
除

く
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時

場
所　
同
セ
ン
タ
ー（
福
岡
市
博
多
区

博は
か
た
え
き
ひ
が
し

多
駅
東
１
ー
１
ー
33
は
か
た

近
代
ビ
ル
５
階
）

問
い
合
わ
せ
先　
同
セ
ン
タ
ー　

☎（
４
３
２
）２
５
７
７

F（
４
３
２
）２
５
１
３

http://70-f.net/

募　

集

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
春
日
第
１
団

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
と
あ
そ
ぼ
う
！

　
自
然
に
興
味
が
あ
る
子
ど
も
と
一
緒

に
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
活
動
を
見
学・
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

▽
ビ
ー
バ
ー
ス
カ
ウ
ト　
幼
稚
園
年
長

〜
小
学
２
年
生

▽
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト　
小
学
３
〜
５
年
生

※
体
験
会
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

日
時　
９
月
７
日
㈰

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
白
水
大
池
公
園・展
望
台
広
場

募
集
人
員　
20
人
程
度

申
込
方
法　
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申

し
込
む

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
同
団
事
務
局

城き

ど戸

☎（
５
０
１
）４
４
０
２（
F
兼
用
）

☎
０
９
０（
７
３
９
４
）４
１
１
８

募
集
し
ま
す

ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
出
店
者

　
家
庭
に
眠
っ
て
い
る
不
用
品
を
持
ち

寄
り
、そ
れ
を
必
要
と
し
て
い
る
人
に

安
価
で
譲
り
使
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、

環
境
に
優
し
い
リ
ユ
ー
ス（
再
使
用
）の

輪
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　
次
に
当
て
は
ま
る
人

▽
市
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
の
人
、

ま
た
は
そ
の
人
を
含
む
グ
ル
ー
プ

▽
９
月
28
日
㈰
午
後
２
時
、ま
た
は
30

日
㈫
午
前
10
時
か
ら
行
う
出
店
者
事

前
説
明
会
に
参
加
で
き
る
人（
参
加

は
ど
ち
ら
か
一
度
の
み
で
良
い
）

※
業
者
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

日
時　
10
月
19
日
㈰（
雨
天
決
行
）

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

会
場　
市
職
員
用
立
体
駐
車
場
１
階

出
店
料　
１
０
０
０
円

定
員　
67
組（
応
募
多
数
の
場
合
、初
出

店
の
人
を
優
先
し
抽
選
）

申
込
方
法　
９
月
12
日
㈮（
当
日
消
印

有
効
）ま
で
に
、往
復
ハ
ガ
キ

の
往
信
用
裏
面
に「
ガ
レ
ー
ジ

セ
ー
ル
出
店
希
望
」、郵
便
番

号
、住
所（
マ
ン
シ
ョ
ン
名
も
）、

氏
名（
ふ
り
が
な
）、生
年
月
日
、

電
話
番
号（
平
日
の
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
に
連
絡
が

取
れ
る
も
の
）、返
信
用
表
面
に

返
信
先
を
書
い
て
送
る

※
食
品
や
手
作
り
品
、仕
入
れ
品
、生
き

物（
植
物
を
含
む
）、そ
の
場
で
動
作

確
認
が
で
き
な
い
家
電
製
品
な
ど
は

出
品
で
き
ま
せ
ん
。

※
往
復
ハ
ガ
キ
以
外
は
受
け
付
け
ま

せ
ん
。

申
込・
問
い
合
わ
せ
先　
ご
み
減
量
推

進
課（
〒
816
ー
８
５
０
１
春
日

市
役
所
内
）

☎（
５
８
４
）１
１
１
１

F（
５
８
４
）１
１
４
７

試　

験

狩
猟
免
許

追
加
試
験
の
実
施

　
平
成
26
年
度
狩
猟
免
許（
網
猟
、わ
な

猟
、第
一
種
銃
猟
、第
二
種
銃
猟
）の
追

加
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

期
日　
９
月
19
日
㈮

会
場　
県
庁（
福
岡
市
博
多
区
東ひ

が
し
こ
う
え
ん

公
園

７
ー
７
）

申
込
期
限　
９
月
９
日
㈫

※
受
験
資
格
や
申
込
方
法
な
ど
、詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
農
林
事
務
所

☎（
７
３
５
）６
１
２
３

F（
７
１
２
）３
４
８
５

問い合わせ先　環境課
☎（584）1111　F（584）1147

夏の省エネ
　暑い日が続く夏はエアコンなどの
使用が増え、日々の消費電力が増え
る時期でもあります。そこで、夏に効
果的で気軽にできる省エネポイント
を紹介します。
○涼しく過ごすためには
　麻やキュプラなど風通しの良い素
材の服を着たり、首元を開けたりし
て、涼しく過ごしましょう。
　家の周りに打ち水をすると、照り
返しが和らぎ、家の周りの気温が下
がって、風もゆらぎます。
　さらに、扇風機を利用するとき、
後ろに濡れたタオルを置くことで、
クーラーを使わなくても、涼しい風
を感じることができます。
○エアコンの上手な使い方
　カーテンを閉め日射しを遮り、窓
からの熱の出入りを防ぎましょう。
　扇風機を使い空気を循環させ、効
率よく部屋を冷やしましょう。
　また、２週間に１度フィルターの
掃除をすることで、稼動効率が良く
なり、省エネにつながります。
○Ｆ

フ ァ ン

ＵＮ　Ｔ
ト ゥ

Ｏ　Ｓ
シ ェ ア

ＨＡＲＥ
　夏の暑い日は、家の電気の半分以
上をエアコンが占めています。そこ
で、１人１台のエアコン使用を止め、
涼しい場所をみんなで共有するのが

「クールシェア」です。
　家族みんなで１つの部屋で過ごし
たり、図書館や商業施設で涼んだり、
あるいは自然が多い涼しいところに
行ったりすることで、夏を快適に乗
り切ることができます。それと同時
に家族や地域の絆を深める一助にな
ることでしょう。
参考ウェブサイト　クールシェア特

設サイト（http:coolshare.jp/）
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そ
の
他

毎
月
勤
労
統
計
調
査

準
備
調
査
に
協
力
を

　
厚
生
労
働
省
と
県
は
、労
働
者
の
賃

金
や
労
働
時
間
な
ど
の
変
化
を
調
べ
る

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
調
査
準

備
の
た
め
、９
月
に
調
査
地
区
の
各
事

業
所
へ
、県
知
事
が
任
命
し
た
調
査
員

が
訪
問
し
、常
用
労
働
者
数
な
ど
を
聞

き
ま
す
の
で
、協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
調
査
し
た
内
容
は
本
調
査
以
外
に
使

用
し
ま
せ
ん
。

調
査
地
区　
原
町
３
丁
目
、春
日
公
園

１・２・３・７・８
丁
目

問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
県
企
画・
地
域

振
興
部
調
査
統
計
課
調
査
第
二

班

☎（
６
４
３
）３
１
８
７

F（
６
４
３
）３
１
９
２

大
学
通
信
教
育

合
同
入
学
説
明
会

　
大
学
通
信
教
育
へ
の
入
学
を
希
望
す

る
人
に
、希
望
大
学
の
教
育
内
容
の
説

明
と
学
習
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　
入
場
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要

で
す
。入
退
場
も
自
由
に
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

対
象　
一
般
、高
校
生

日
時　
８
月
31
日
㈰

午
前
11
時
〜
午
後
４
時

場
所　
エ
ル
ガ
ー
ラ
８
階
エ
ル
ガ
ー
ラ

ホ
ー
ル（
福
岡
市
中
央
区
天て

ん
じ
ん神

１
ー
４
ー
２
）

問
い
合
わ
せ
先　
公
益
財
団
法
人
私
立

大
学
通
信
教
育
協
会

☎
０
３（
３
８
１
８
）３
８
７
０

F
０
３（
５
８
０
３
）９
９
３
９

http://w
w

w
.uce.or.jp/

中 西 和 久 ひ と り 芝 居
「 ピ ア ノ の は な し 」
　平成25年度春日市民文化賞を受
賞した中

なかにしかづひさ
西和久さんによるひとり芝

居です。
　春日市内在住の小中学生を対象
に、同公演の前売り券を500円で販売
します。
期日　8月30日㈯
開演　午後2時〜
場所　ふれあい文化センター新館ス

プリングホール
料金（前売り）
　　▷一般 2500円
　　▷高校生以下 1200円
問い合わせ先　ふれあい文化セン

ター
☎（584）3366
F（501）1669

L
レ

ッ

ツ

e
t
'
s 

Sセ

イ
a
y 

Hハ
ロ

ー

e
l
l
o
!

　

春
日
南
中
学
校
生
徒
会
役
員

の
子
ど
も
た
ち
が「
学
校
を
も
っ

と
元
気
に
し
た
い
！
」と
い
う
思

い
か
ら
、自
ら
企
画
し
た
取
り
組

み
の
中
に
、南
中
の
あ
い
さ
つ
を

も
っ
と
良
く
し
よ
う
と
し
て
始
め

た「Let's Say Hello!

」が
あ
り

ま
す
。こ
れ
は
、学
校
生
活
の
中
で

あ
い
さ
つ
が
優
れ
て
い
る
生
徒
を

そ
の
場
で
ほ
め
た
り
、校
内
で
紹

介
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、教

師
に
対
し
て
だ
け
で
は
な
く
、来

校
し
た
保
護
者
や
地
域
の
人
た
ち

に
対
し
て
も
、立
ち
止
ま
っ
て
丁

寧
に
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、あ
い
さ
つ
に
つ
い
て
校

長
先
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
様

子
を
給
食
時
間
に
放
送
す
る
な
ど

の
工
夫
を
行
っ
て
お
り
、企
画
力

の
素
晴
ら
し
さ
と
成
長
を
実
感
し

て
い
ま
す
。

　

生
徒
会
役
員
の
任
期
も
10
月

ま
で
と
残
り
わ
ず
か
で
す
。子
ど

も
た
ち
に
は
、任
期
を
終
え
た
後

も
多
く
の
輝
く
場
面
を
創
造
し
て

い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

春
日
南
中
学
校
教
諭　
山や
ま
だ田

冬ふ
ゆ
き樹

輝
く
子
ど
も
た
ち

輝
く
子
ど
も
た
ち

いきいき体操 　「
脱
法
ハ
ー
ブ
」や「
合
法
ハ
ー
ブ
」

な
ど
と
称
し
て
販
売
さ
れ
て
い
る「
危

険
ド
ラ
ッ
グ
」を
吸
引
し
、自
動
車
運

転
中
に
意
識
障
害
を
引
き
起
こ
し
て

交
通
事
故
に
至
る
事
件
が
、全
国
各

地
で
多
発
し
、社
会
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
危
険
ド
ラ
ッ
グ
を
吸
引
す
る
と
、意

識
障
害
や
嘔
吐
、け
い
れ
ん
、錯
乱
な

ど
の
症
状
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。死
亡

に
至
る
事
例
も
相
次
い
で
お
り
、大
変

危
険
で
す
。

　
最
近
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
自
動

販
売
機
な
ど
、手
の
届
き
や
す
い
販
売

方
法
が
広
が
って
い
ま
す
。ま
た
、お
香

や
ア
ロマ
オ
イ
ル
、バ
ス
ソ
ル
ト
な
ど
、い

か
に
も
危
険
で
は
な
い
よ
う
に
偽
装
し

た
状
態
で
売
ら
れ
て
い
ま
す
が
、使
わ

れ
て
い
る
成
分
も
量
も
は
っ
き
り
と
せ

ず
危
険
で
あ
り
、手
を
出
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

　
一
度
だ
け
と
軽
い
気
持
ち
で
危
険

ド
ラ
ッ
グ
に
手
を
出
し
て
し
ま
う
と
、

脳
が
覚
え
て
し
ま
い
、や
め
ら
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。ま
た
、「
耐
性
」

と
い
い
、使
って
い
る
う
ち
に
同
じ
量
で

は
薬
物
の
効
果
が
現
れ
な
く
な
る
性

質
が
あ
り
、さ
ら
に
強
い
刺
激
を
求
め

て
、大
麻
や
覚
せ
い
剤
な
ど
の
薬
物
に

手
を
出
し
て
し
ま
う
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　
危
険
ド
ラ
ッ
グ
は
絶
対
に「
買
わ
な

い・
使
わ
な
い・
関
わ
ら
な
い
」よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

※
い
わ
ゆ
る「
脱
法
ド
ラ
ッ
グ
」に
つ

い
て
、今
後
は
、警
察
庁
と
厚
生
労

働
省
が
国
民
か
ら
募
集・選
定
し
た

「
危
険
ド
ラ
ッ
グ
」の
表
記
を
使
用

し
ま
す
。

危
険
ド
ラ
ッ
グ
は
ダ
メ
。ゼ
ッ
タ
イ
！

　転ばない体づくり（ロコモティ
ブシンドローム予防）のために、
体幹を強化し、平衡バランス力を
向上させましょう。
開眼片脚立ち運動
①腰に手を当て、片脚を床から

浮く程度に持ち上げる。
②約１分間、片脚立ちでその姿

勢を維持する（途中で足を着
いても良い）。

③左右１日３回
ずつ行う。

※転倒防止のた
め、机や柱など
のそばで行い
ましょう。
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７
月
１
日
号
の
お
宝
文
化
百
選

で
取
り
上
げ
た
伯は
く
げ
ん
し
ゃ

玄
社
。こ
の
こ

と
に
つ
い
て
、春
日
市
史
を
読
ん

で
み
ま
し
た
▼
中
世
か
ら
近
世
に

か
け
て
実
在
し
た
か
も
し
れ
な
い

と
さ
れ
る
伯は
っ
け
ん玄
さ
ん
は
、体
が
大

き
く
仕
事
熱
心
、お
ま
け
に
村
一

番
の
大
食
い
と
全
て
に
お
い
て
規

格
外
で
す
▼
あ
る
雨
の
日
、縄
な

い
を
頼
ま
れ
た
伯
玄
さ
ん
は
、１

寸
で
も
長
く
な
お
う
と
朝
か
ら
頑

張
り
、他
の
人
の
何
倍
も
の
大
き

さ
の
縄
を
な
い
あ
げ
、雇
い
主
か

ら
と
て
も
驚
か
れ
た
と
い
う
逸
話

が
あ
り
ま
す
▼
他
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
伝
説
を
持
つ
伯
玄
さ
ん
で
す

が
、も
し
そ
ん
な
伯
玄
さ
ん
が
広

報
担
当
に
い
て
く
れ
た
ら
大
助
か

り
！
週
に
１
回
、皆
さ
ん
に
市
報

を
お
届
け
す
る
の
も
夢
で
は
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。私
も
目
指

せ
伯
玄
さ
ん
！
で
頑
張
ろ
う
と
思

い
ま
す
▼
伯
玄
さ
ん
に
関
す
る
面

白
い
話
は
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ

る
の
で
、皆
さ
ん
も
市
史
の
下
巻

を
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。　
え

■相談窓口
法律・生活・行政など
◆春日市無料法律相談　☎（584）1148
第3水曜日／10時〜16時／市役所／第1水曜日8時30分以降
の平日に電話予約／先着15人

◆春日市消費生活相談　☎（584）1155（F兼用）
悪質商法・多重債務・金銭トラブルなど／月〜金曜日／10時
〜16時／じょなさん

◆定例行政相談　☎（584）1111
国の行政に関すること／第4火曜日／10時〜15時／市役所

◆福岡県交通事故相談所　☎（622）0403　☎（643）3168
月〜金曜日／9時〜17時（受付は16時まで）／福岡県庁
子育て・子どもの悩み、児童福祉
◆家庭児童相談室　☎（584）1015　F（584）7739
月〜土曜日／9時30分〜18時／子育て支援センター

◆福岡県福岡児童相談所　☎（586）0023
月〜金曜日／8時30分〜17時15分／電話相談は24時間受付

◆養育費に関する電話相談　☎（584）3931
月〜金曜日／9時〜16時／福岡県母子家庭等就業・自立支援
センター
高齢者の介護や福祉
◆北地域包括支援センター　☎（589）6227　F（589）6228
◆南地域包括支援センター　☎（595）8188　F（595）6069
月〜金曜日／8時30分〜17時

※日時や場所など、変更になることがありますので、事前に問い合わせてください。
人権
◆定例人権相談　☎（584）1111
第1火曜日／10時〜15時／市役所

◆福岡法務局人権相談　☎（922）2881
月〜金曜日／8時30分〜17時15分／福岡法務局筑紫支局
女性の悩み
◆春日市男女共同参画センター　☎（584）1202
月〜金曜日／8時30分〜17時／じょなさん

◆暴力・DV・セクハラの相談　☎（513）7335
月〜水・金曜日10時〜17時／木曜日10時〜 20時30分／ちくし女性ホットライン

◆女性総合相談　☎（584）1266
火〜日曜日、第4月曜日／9時30分〜16時（祝日を除く金曜日は18
時〜20時30分）／福岡県男女共同参画センター「あすばる相談室」
不安・悩みごと
◆福岡県警察本部犯罪被害者相談電話「ミズ・リリーフ・ライン」
　☎（632）7830　月〜金曜日（祝日・年末年始除く）／9時〜17時45分
◆心配ごと相談　☎（581）7225
暮らしの問題や悩み／水曜日／13時〜16時／市社会福祉センター

◆福岡いのちの電話　☎（741）4343
さまざまな悩みや不安／24時間受付／匿名可／インターネット相
談あり（http://www.inochinodenwa-net.jp)

※上記の他、相談窓口を情報政策課（☎（584）1148）や市ウェブサイト（http://
www.city.kasuga.fukuoka.jp/tetuzuki/sodan/index.html）で紹介しています。

子育て支援センター
　　　　　（須玖南2‒120すくすくプラザ内）
　☎（584）1010　F（584）7739

自己肯定感って知っていますか
　自己肯定感とは「自分は大切な存在だ」、「自分はかけがえ
のない存在だ」と思える心の状態で、自分を肯定している感
覚です。自己肯定感が低いと、自分に自信が持てないと言わ
れています。人が自分をどのように見ているかがとても気
になり、他人の言動に過敏に反応してしまいます。自己評価
が低く、対人関係に不安や恐怖を抱き、学校や社会に出てい
けなくなってしまうこともあります。
　自己肯定感を高めるには、安心してそこにいられる、自分
の存在自体が無条件に受け入れられるという、安心感を子
どもに存分に経験させることが大切です。そのためには、産
まれて間もない赤ちゃんを無条件に愛するように、親が子
どもを守るという関係を保つことが重要です。
　特に、乳幼児期の愛着形成（乳幼児と他の特定の人との間
に形成される永続性の高い愛情の絆）がとても重要で、親と
の接触の多い子どもほど、規範感覚が強く、肯定的な自己評

価をする傾向があります。子どもにとって、親や他者に受け
入れられているという感覚こそが大切です。
　文部科学省の調査によると、メディアとの接触時間が長
いほど、「自分を好きでない」割合が高く、「自分にはよいと
ころがないと思う」傾向が強く、自己肯定感が低い傾向にあ
ることが分かっています。
　子どもの意欲ややる気を引き出せるよう、子ども自身が
自己を認め、さまざまなことに前向きに、積極的に取り組め
るようなスポーツやキャンプ、制作活動などの実体験がで
きる環境を整えることも大切です。達成感と成功体験が自
信を持たせる体験活動になります。
　何より、親自身も自己肯定感を持ち、子育てをすることも
大切です。



奴
国
写
真
館

奴
国
写
真
館

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
　
☎（
５
０
１
）１
１
４
４
　
F（
５
７
３
）１
０
７
７

　
福
岡
藩
初
代
藩
主
で
あ
る
黒く

ろ
だ田
長な

が
ま
さ政
が
築
い
た
福
岡
城
。城

の
石
垣
や
堀
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、家
と
同
じ
よ
う
に
修
繕

や
改
修
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

各
藩
が
城
の
修
繕
を
勝
手
に
行
う
こ
と
は
で
き
ず
、

「
修し

ゅ
う
ほ
ね
が
い

補
願
」と「
城し

ろ
え
ず

絵
図
」を
幕
府
に
提
出
し
、必
ず
許
可
を
得
る

こ
と
が
必
要
で
し
た
。

　
そ
の
た
め
、城
の
ど
こ
が
壊
れ
、何
を
修
復
す
る
の
か
を
詳
し

く
描
い
た
修
補
計
画
図
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

奴
国
の
丘
歴

史
資
料
館
は
、

９
月
23
日
㈫
ま

で
、教
え
て
ふ

く
お
か
官
兵
衛

く
ん
ミ
ニ
展
示

コ
ー
ナ
ー
の
中

で
、文
化
11
年

（
１
８
１
７
年
）

作
成
の「
福
岡

城
石
垣
普
請
伺

絵
図
」を
公
開

中
で
す
。

福
岡
城
の
改
修
工
事

〜
筑
ち
く
ぜ
ん
の
こ
く

前
国
福ふ
く
お
か
じ
ょ
う
い
し
が
き
ふ
し
ん
う
か
が
い
え
ず

岡
城
石
垣
普
請
伺
絵
図
〜

△福岡城石垣普請伺絵図
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